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ぶ
欝
億
要
す
る
に
各
麗
各
論
黒
部
詳
論
薩
の
愛
想
を
を
れ
ぐ
殆
ど
濁
立

に
心
理
的
観
察
を
翼
へ
て
解
剖
紹
・
介
せ
ら
れ
た
屯
の
で
あ
っ
て
、
繋
る
印
度

伽
教
思
想
に
關
擁
あ
る
史
料
個
々
の
解
題
と
し
て
見
る
べ
く
、
養
思
惣
史
料

そ
れ
廊
ち
の
内
容
麹
侮
を
鏡
は
ん
と
ナ
る
も
の
に
と
り
て
は
蜜
蝋
に
な
る
と

患
ふ
が
、
併
し
紐
織
さ
れ
た
る
思
想
史
と
し
て
の
豫
期
の
敷
果
は
本
寝
に
於

て
之
を
認
む
る
に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
患
ふ
、
兎
に
角
本
欝
を
諮
…
ん
で
、

先
づ
感
ず
る
所
を
忌
灘
な
く
嘗
ふ
事
が
詐
さ
る
エ
な
ら
ば
各
史
料
に
封
ず
る

公
述
な
る
欝
親
的
考
察
の
不
是
と
、
綴
版
の
不
用
意
と
、
大
憲
に
し
て
綬
昧

な
る
再
三
と
が
そ
の
駅
鮎
で
あ
ら
う
。
　
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
東
京
大
両
舘
獣

行
、
竃
擬
滲
醐
滲
拾
鋳
、
（
本
田
義
英
）

昆
本
寛
義
＆
飢
民
数
目

橋
一
言
簿
著

　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
武
闘
か
五
葉
は
近
頃
、
｛
贋
く
一
般
に
珊
ゐ
ら
れ
て
鷹
る
流

行
醤
で
あ
る
事
は
一
等
ふ
ま
で
も
な
い
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
晶
碗
へ
ば
炎
匙
丈
で

も
う
侮
だ
か
意
味
が
わ
か
っ
た
搬
な
興
起
が
す
る
程
、
　
畔
に
慣
れ
て
る
。
弼

し
果
し
て
ど
書
痙
想
裏
門
る
の
か
と
聞
か
を
竺
剛
隔
る
人
が

多
か
ら
う
。
　
叉
こ
の
嘗
葉
が
多
く
の
入
学
の
燭
に
も
て
は
や
さ
る
一
如
の
反

顧
に
は
、
　
殺
闘
顧
岬
楽
の
想
㎞
恕
と
露
一
冨
に
か
け
離
れ
た
否
全
く
罵
反
欝
な
m
仙
想

で
あ
惹
か
の
搬
鴇
だ
れ
て
、
絶
っ
て
テ
灘
ク
ラ
シ
ー
と
鴬
へ
ば
轟
危
論

調
惣
の
搬
に
見
微
す
傾
磯
が
…
か
に
存
す
る
撫
も
璽
は
れ
な
い
糠
で
あ
る
。

斑
密
と
か
純
奉
と
か
嘗
へ
ば
齎
寵
と
か
鍛
本
と
か
と
矛
矯
す
る
様
菰
感
ぜ
ら

る
。
あ
が
撃
墜
と
す
れ
ば
、
穿
駕
2
ξ
ク
ラ
シ
あ
澱
義
を
甥
か
に
し
て
、

我
が
餅
盤
と
の
舗
孫
を
朔
朋
に
説
く
壌
が
、
徒
ら
催
”
あ
嘗
禁
に
鑓
羅
t
た
r

轡
蝋
臨
監

一
ツ
、
　
叉
「
蚊
徒
ら
鋒
危
瞼
覗
す
る
事
よ
サ
も
、
灘
ま
し
．
い
こ
と
で
あ
る
と
患
は

れ
る
。
黍
纏
は
そ
う
貢
ふ
激
味
か
ら
見
て
、
認
に
生
る
べ
く
し
て
中
れ
た
も

の
で
あ
る
。
銀
つ
署
旛
“
が
現
に
姻
続
教
育
の
出
際
に
羅
紋
っ
て
居
る
と
嘗
ふ

毒
か
ら
、
著
者
其
の
入
も
亦
得
た
り
と
㎜
冨
へ
よ
う
。

（
一
）
謡
本
霊
義
と
は
侮
そ
や
、
（
二
）
斑
滋
々
義
に
贅
し
て
、
（
三
）
聚
本
主
義

と
鮎
双
一
個
、
　
（
…
四
）
斑
本
・
驚
義
と
富
田
…
糧
、
　
（
五
）
斑
本
・
認
義
と
敏
育
、
　
（
山
ハ
）
欝
民
一

水
説
義
、
（
七
）
辮
災
一
木
説
義
と
家
族
制
慶
、
（
八
）
滑
斑
刷
本
叢
義
と
學
枚

…
歌
育
、
（
九
）
君
襲
一
二
童
話
と
祉
倉
醐
題
、
」
弊
に
大
別
し
て
葡
、
後
駆
二
買

。
頁
に
渡
っ
て
纏
…
々
溶
い
て
罵
る
所
は
、
麟
紡
ジ
ン
カ
ー
ン
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

を
獲
姦
し
て
、
人
斑
の
爲
め
に
、
書
留
に
乗
る
人
斑
の
政
治
終
o
Q
o
ゼ
建
㌘

同
蓉
簿
魚
笹
。
鷲
β
常
一
）
v
・
浄
ぎ
鷲
◎
瓢
◎
瞥
㍑
鋳
。
｝
ぎ
℃
ど
と
言
っ
た
の

を
、
　
我
國
に
重
て
は
、
入
民
め
爲
め
に
、
人
民
に
擦
る
穴
君
の
致
治
（
夢
O

o
。
6
、
量
婁
・
窒
δ
綴
忌
§
二
》
・
伴
g
》
§
一
驚
ぎ
驚
豊
。
）
と
改
葺

す
べ
き
所
以
と
、
磯
が
國
域
道
徳
の
理
惣
と
し
て
裂
民
嚇
本
烹
義
を
鳩
激
す

べ
き
理
由
の
附
明
で
あ
り
、
馴
れ
が
眞
に
デ
屯
ク
ラ
シ
ー
．
を
貌
が
國
馬
化
し

た
憲
張
で
あ
り
、
・
あ
理
法
を
國
民
起
七
二
せ
し
む
る
事
が
姻
斑
玉
響
上
驚

火
な
慧
幾
を
有
す
る
と
嘗
ふ
廓
を
、
力
説
し
て
屠
る
。
叙
農
芸
に
し
て
翼
を

得
、
頗
る
壁
跡
鐵
な
薯
蓮
饗
あ
る
。
（
墨
壷
薬
嚢
行
、
定
債
繊
掴
載
拾
銭
、
深

階
武
）

、
軸
経
費
，
婆
ア
轟
、
溜
、
蒼
み
ズ
及
び
器
懲
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趣
に
寮
、
者
が
濁
測
の
昆
解
を
色
々
の
蜀
題
に
つ
い
て
費
要
し
得
る
直
総

、
ふ
毒
酸
確
か
に
癌
快
噸
事
噸
あ
夢
涯
つ
望
賑
し
い
撃
で
あ
る
が
懸
夢
難
憩
に
．


